
　自己資本利益率とは、自己資本と利益との比率をいい

、出資者の見地から投下資本の収益性を判断するための

指標である。すなわち、この比率は、企業資本の出資者

である資本主、株主に対する企業の貢献度をあらわして

いる。自己資本利益率の分子に用いられる利益としては

、一般的に当期純利益が用いられる。なぜなら、それが

自己資本に対する理論的な成果報酬を示すものだからで

ある。

　自己資本利益率は、売上高利益率、総資本回転率及び

自己資本比率の逆数（財務レバレッジ）に分解して分析

することができる。自己資本利益率を高めるためには、

売上高や利益を上げることにより売上高利益率、総資本

回転率を上げる方法と、借入金をすることにより財務レ

バレッジを上げる方法があるが、財務レバレッジが高い

ということは、他人資本の割合が高く健全性が低いこと

を意味するため、収益性が悪化した場合は、逆効果にな

ってしまうという欠点がある。
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